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ト
は
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
。

若
い
世
代
も
制
度
の
理
解
を

深
め
て
い
か
な
く
て
は
い
け

な
い
」
と
語
っ
た
。

　
第
２
部
で
は
冤
罪
問
題
や

再
審
制
度
見
直
し
を
テ
ー
マ

に
、
弁
護
士
や
裁
判
員
経
験

者
が
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
第
３
部
で
は
裁
判
員
制
度

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、

研
究
者
や
弁
護
士
が
問
題
提

起
。
法
学
部
の
杉
崎
千
春
助

教
は
、
子
育
て
世
代
の
支
援

と
司
法
参
加
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
課
題
を
検
討
し
た
。

裁
判
員
制
度
は
何
を
変
え
る

の
か
｜

市
民
が
支
え
る
司
法

と
社
会
へ

 

飯
考
行
ほ
か 

編
著

　
市
民
が
裁
判
員
と
し
て
裁

判
官
と
刑
事
重
罪
事
件
の
裁

判
を
担
当
す
る
裁
判
員
制
度

は
、
２
０
０
９
年
に
は
じ
ま

り
、
２
０
２
２
年
か
ら
は
裁

判
員
に
選
ば
れ
る
年
齢
が
20

歳
か
ら
18
歳
以
上
へ
下
が

り
、
裁
判
員
を
担
当
す
る
大

学
生
も
現
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
確

率
は
低
く
（
１
万
人
に
１
人

も
い
な
い
）、
判
決
を
決
め

る
話
し
合
い
（
評
議
）
の
中

身
は
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
（
守
秘
義
務
）
、

身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い
る

と
は
言
い
が
た
い
。

　
本
書
で
は
、
裁
判
員
制
度

の
歩
み
を
振
り
返
り
、
何
を

変
え
る
の
か
を
、
18
歳
裁
判

員
時
代
の
法
教
育
、
誤
判
の

お
そ
れ
、
評
議
の
秘
密
な
ど

の
守
秘
義
務
や
、
民
事
・
行

政
事
件
へ
の
拡
大
可
能
性
の

テ
ー
マ
で
、
裁
判
員
を
経
験

し
た
市
民
、
弁
護
士
・
元
裁

判
官
や
研
究
者
が
、
語
り
、

記
し
て
い
る
。
裁
判
員
制
度

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か

し
、
裁
判
の
質
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ

て
い
よ
う
。（
旬
報
社
・
税

込
み
１
９
８
０
円
）

 

編
著
者（
い
い
・
た
か
ゆ
き
）

法
学
部
教
授
。
法
社
会
学
。

　
２
０
２
５
年
度
冬
期
実
施

の
ド
イ
ツ
語
技
能
検
定
試
験

（
独
検
）
で
、
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
４
年
次

の
中
山
歩
実
花
さ
ん
と
吉
川

海
渡
さ
ん
が
２
級
に
満
点
で

合
格
。
主
催
の
公
益
財
団
法

人
ド
イ
ツ
語
文
学
振
興
会
よ

り
成
績
優
秀
者
第
１
位
と
し

て
表
彰
さ
れ
、
賞
状
が
授
与

さ
れ
た
。

　
独
検
は
５
級
か
ら
１
級
ま

で
あ
り
、
２
級
は
「
日
常
生

活
に
必
要
な
会
話
や
社
会
生

活
で
出
会
う
文
章
が
理
解
で

き
る
」
レ
ベ
ル
と
さ
れ
て
い

る
。
二
人
は
２
年
次
前
期

に
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学

（
独
）
に
４
カ
月
間
留
学

し
、
語
学
力
に
磨
き
を
か
け

た
。

　
留
学
前
、
リ
ス
ニ
ン
グ
を

苦
手
に
し
て
い
た
中
山
さ
ん

は
「
帰
国
後
は
ス
ム
ー
ズ
に

会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
留
学
で
得
た
経

験
や
学
び
を
深
め
る
こ
と

で
、
語
学
力
と
異
文
化
理
解

の
両
面
で
大
き
く
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
振
り
返

る
。

　
留
学
を
経
て
「
失
敗
を
恐

れ
ず
前
向
き
に
挑
戦
す
る
姿

勢
も
身
に
つ
い
た
」
と
話
す

の
は
吉
川
さ
ん
。
３
年
次
の

夏
に
も
再
度
ド
イ
ツ
に
留
学

し
、
国
際
感
覚
を
養
っ
た
。

「
卒
業
後
も
ド
イ
ツ
語
の
研

鑽
を
続
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

働
き
た
い
」
と
、
将
来
を
思

い
描
い
て
い
る
。

　
語
学
習
得
や
留
学
挑
戦
を

目
指
す
後
輩
た
ち
に
、
中
山

さ
ん
は
「
留
学
中
は
机
に
向

か
う
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
に
も
時
間
を
使
っ

て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。

吉
川
さ
ん
は
「
外
国
語
を
話

す
機
会
を
積
極
的
に
増
や
す

こ
と
が
大
事
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
が
語
学

習
得
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
る
」
と
語
っ
た
。

　
裁
判
員
制
度
の
現
状
や
課

題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
裁
判
員
制

度
は
何
を
変
え
る
の
か
」
が

５
月
10
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。
18
歳
裁

判
員
時
代
の
法
教
育
、
誤
判

防
止
と
再
審
、
裁
判
員
制
度

20
年
に
向
け
て
の
課
題
に
つ

い
て
意
見
を
交
換
し
た
。
専

修
大
学
法
社
会
学
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
な
ど
主
催
。

　
第
１
部
で
は
、
若
い
世
代

の
裁
判
員
の
選
任
や
法
教
育

に
つ
い
て
討
論
。
昨
年
、
20

歳
で
裁
判
員
を
務
め
た
法
学

部
３
年
次
生
が
自
身
の
経
験

に
つ
い
て
語
っ
た
。
飯
考
行

法
学
部
教
授
と
の
一
問
一
答

で
「
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
。

審
理
は
話
し
や
す
い
雰
囲
気

で
、
人
前
で
話
す
こ
と
が
苦

手
な
自
分
で
も
意
見
を
出
す

こ
と
が
で
き
た
」
と
振
り
返

っ
た
。
２
０
２
２
年
よ
り
、

18
歳
か
ら
裁
判
員
に
選
任
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、「
若
い
人
の
視
点
が

加
わ
る
の
で
意
義
が
あ
る
。

た
だ
、
判
断
の
重
さ
に
戸
惑

う
こ
と
も
あ
る
の
で
サ
ポ
ー

　学生食堂のメニューを３００円で提供する「応援ランチ」が５月

15～22日、生田・神田両キャンパスで実施された。前期は６月と

７月にも実施、後期は10、11、12月に実施する予定。

　応援ランチは、通常価格６５０円相当のメニューを、数量限定で

本学学生・大学院生を対象に３００円で提供する。連日、開始前か

ら行列ができる人気ぶりだ。なかには「ほぼ毎日利用している。こ

の値段でこのボリュームは

ありがたい」という学生も。

　応援ランチ実施期間外の

授業期間（平日）には、数量

限定で１００円朝食（１００円

メニュー）を提供している。

詳しくは大学ホームページ

やｉｎ Ｃａｍｐｕｓ、学生

生活課のＳＮＳで。

応援ランチ応援ランチ

学食人気メニュー ３００円で提供

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
「
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
」
で
は
名
物
の

鉄
板
で
ミ
ッ
ク
ス
グ
リ
ル
プ
レ
ー
ト
を
提
供

生田キャンパス「スカイテラス」の

応援ランチ。この日は唐揚げ定食

国
コ
ミ
ュ
４
年
次 

中
山
さ
ん
・
吉
川
さ
ん

独
検
２
級
に
満
点
合
格

成
績
優
秀
者
の
賞
状
を
手
に
、
合
格
を
喜
ぶ
中
山
さ
ん
と
吉
川
さ
ん

若者の裁判員制度参加について話す飯教授（左）と大学生ら

シンポジウム「裁判員制度は何を変えるのか」

18歳裁判員時代の課題は

　
第
１
回
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ

ア
剣
道
選
手
権
大
会
（
５
月
30

〜
31
日
、
足
立
区
・
東
京
武
道

館
）
で
ベ
ス
ト
８
入
り
し
た
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
チ
ー
ム

が
、
大
会
前
に
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
最
終
調
整
を
行
っ
た
。

　
来
日
し
た
の
は
、
コ
ー
チ
と

選
手
ら
８
人
。
代
表
チ
ー
ム
は

生
田
研
修
館
を
拠
点
に
、
本
学

の
剣
道
場
を
練
習
に
使
用
。
剣

道
部
と
の
合
同
稽
古
や
壮
行
試

合
が
行
わ
れ
た
。

　
主
将
の
寺
坂
祥
さ
ん
（
経
済

４
）
は「
私
た
ち
学
生
か
ら
も
技

術
を
学
ぼ
う
と
す
る
、
Ｎ
Ｚ
代

表
選
手
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

姿
勢
を
、
部
員
一
同
、
見
習
っ

て
い
き
た
い
」
と
振
り
返
っ
た
。

Ｎ
Ｚ
代
表
選
手
（
左
）
と
交
流
す
る
剣
道
部
員

白
熱
し
た
壮
行
試
合
。
Ｎ
Ｚ
代
表
選
手
（
右
）

の
鋭
い
攻
撃
を
剣
道
部
員
が
防
ぐ

剣
道
部
と
Ｎ
Ｚ
代
表
が
合
同
稽
古

剣
道
部
と
Ｎ
Ｚ
代
表
が
合
同
稽
古

　
『
専
修
大
学
史
紀
要
』
第

18
号
が
発
刊
さ
れ
た
。
本
学

大
学
史
資
料
室
編
。

　
今
号
は
日
髙
義
博
総
長
の

特
別
講
義
録
「
法
と
人
権
」、

１
９
７
０
年
に
法
学
部
を
卒

業
し
た
木
島
博
氏
か
ら
の
聞

き
取
り
調
査
を
は
じ
め
、
近

年
発
見
さ
れ
た
本
学
元
総
長

で
あ
り
、
明
治
か
ら
昭
和
に

か
け
て
人
権
派
弁
護
士
と
し

て
活
躍
し
た
今
村
力
三
郎
の

１
９
４
８
〜
49
年
の
日
記
な

ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
口
絵
に
は
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
９
号
館
で
開
催
さ

れ
た
昭
和
１
０
０
年
記
念
展

示
「
総
合
大
学
を
目
指
し
て

｜

専
修
大
学
、
戦
後
の
歩
み
」

の
様
子
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

　『
大
学
史
紀
要
』
は
希
望

者
に
配
布
す
る
。
送
料
５
１

０
円
分
の
切
手
を
同
封
の

上
、
氏
名
、
送
付
先
を
明
記

し
、
〒
１
０
１
｜
８
４
２
５

　
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神

保
町
３
｜
８
専
修
大
学
大
学

史
資
料
室
に
郵
送
。
郵
送
さ

れ
た
切
手
を
使
用
し
て
送
付

す
る
。

旴
大
学
史
資
料
室
　
℡
03
・

３
２
６
５
・
５
８
７
９

『
専
修
大
学
史
紀
要
』
18
号
刊
行


